
【令和３年 第１４回大山町教育委員会 議事録】  

 

日時     ：令和３年１２月２３日（木）午前９時３０分～ 

場所     ：名和公民館 第１会議室 

出席委員   ：向陽寛孝、池嶋順子、湊谷紀子、山洋美 

欠席委員   ：なし 

教育長    ：鷲見寛幸 

その他の出席者：教育次長（前田）、幼児･学校教育課長（田中）、社会教育課長（西尾）、 

       ：学校教育室長（浦木）、幼児教育室長(諸遊)、 

：幼児･学校教育課 担当者（当別当） 

参観人    ：１人 

 

日   程 

 

１． 開会宣言 

 

教育長 

ただいまから第１４回大山町教育委員会を開会します。日程については、配布資料のと

おりです。 

 

２．議事日程の報告 

 

教育長 

会議時間については、午前９時３０分から終了目標を午前１１時００分とします。 

 

日程第１ 

会議時間の決定 

 

自 午前９時３０分      至 午前１１時００分 

 

日程第２ 

教育長報告並びに連絡事項 

１１月３０日～１２月２３日までの報告事項、今後の予定について説明（下記は主な内

容） 

 

 



教育長 

・オミクロン株の感染が広がっています。学校現場では小学校は今日が終業式、中学校

は明日が終業式です。 

・１２月３日に、（株）片木アルミニューム製作所から寄付をいただきました。 

毎年、片木アルミ杯に１０万円の寄付をいただいていましたが、コロナで大会の中止が

２年間決定しています。去年は記念品だけを贈呈いただきましたが、今年は記念品に加

えスポーツ振興への寄付をいただきましたので剣道の道具を町内の剣道団体に寄贈し

ようと考えています。（社会教育課長） 

・１２月９日に、兵庫教育大学との共同事業契約書締結式をオンラインで行いました。

一人一台タブレットを有効活用するため共同研究を行い、家庭学習の充実、教員の負担

軽減、持ち帰りの整備等、兵庫教育大学と連携し来年度に向け取り組んでいきます。 

・１２月１１日に、大山町プログラミング体験教室がありました。 

合同会社エッグ指導のもと、親子でプログラミングを無料で体験できる取組が行われ１

５組の参加がありました。（社会教育課長） 

・１２月１４日に、中山中学校で英会話の通信テストがありました。 

タブレットを活用して外国の人と話をする取り組みです。今回はフィリピンの方２５名

と中山中の生徒２５人が同時に通話をしました。回線が心配でしたがスムーズに行うこ

とができました。予算化し来年度から取り組みたいと思っていますが、セキュリティの

課題があります。（次長） 

・１２月１５日、１６日に、議会の一般質問がありました。その中で教育関係の質問に

ついて説明します。杉谷議員から学校給食における食物アレルギーの対応について質問

がありました。「大山町立小中学校における食物アレルギー等への個別対応マニュアル」

を作成し、学校給食における食物アレルギーに対応しています。また、就学時健康診断

票や年度初めの保健調査票、食物アレルギー等への対応依頼書などにより、児童生徒の

実態を把握して原因となる食材の除去、代替え対応しているとお答えしました。森本議

員から、アフターコロナを見据えた本町における持続可能な発展と将来ビジョンについ

ての質問の中で、ＩＣＴ教育の質問がありました。兵庫教育大学の支援を得ながら、タ

ブレットを家庭に持ち帰り、家庭学習に生かすための取り組みを考えていきます。課題

としては、ＧＩＧＡスクール構想、コミュニティスクール、外国語教育等、学校現場に

新しい考え方がどんどん入ってきて、先生方の多忙感がより一層増しているのではない

かという点です。教職員の働き方改革を進めながら、教育委員会としても一緒になって

進めていくと答えました。近藤議員から、保育所での愛着形成について質問がありまし

た。今、１歳児の７割以上が保育所に入所する現状についてお答えし、３歳未満児の入

所理由は、「労働を常態とする」家庭が令和３年度は８６．８％となっており、平成３

１年１月に実施した子育て支援に関するアンケートでは、保護者が職場復帰した時の子

どもの年齢について、１歳までが３８．２％、１～２歳が５３．９％です。９割以上の



保護者が２歳になるまでに職場復帰をしていることから、共働き家庭の増加や出産後も

継続して就労する方が増加しているものと考えております。保育所や保育士が果たす役

割としては、保育所での愛着者は保育士であり、子どもたちの家庭環境は様々ですが、

一人一人を大切にして保育を行うよう努めています。また、保育士が保護者と信頼関係

を築き、保護者が安心感を得ることで保護者と子どもとのよりよい愛着形成につながる

と考えていますとお答えしました。小谷議員から部活動の合同化についてと、地域移行

について質問がありました。現在、町内中学校で合同部活動の形をとっているのは、サ

ッカー部が名和中・大山中の合同チーム、野球部が中山中・名和中の合同チームで大会

に臨んでいます。あくまでも、出場最低人数が確保できない場合の救済処置として決め

られています。今、スポーツ庁が令和５年度から段階的に中学校の部活動を地域に移管

していくことを示していますが、地域スポーツの受け皿が町内にない状態ですので、直

ぐには難しい状態だと答えました。大原議員から少子化対策の質問の中で、延長保育や

日曜保育の実現についての質問がありました。延長保育事業については、町内の各保育

所で実施しており、午後 7時までの延長保育は、４か所で行っています。平成３１年１

月に実施した子育て支援に関するアンケート結果では、日曜日・祝日の定期的な教育・

保育事業の利用希望について「利用する必要はない」が７０．９％です。日曜日及び祝

日に開所している保育施設が米子市にありますが、対象の施設への町内の方の利用実績

はありません。日曜保育の利用人数は少ないと把握していますので、現在のところ日曜

保育の実施は考えておりませんと答えました。 

・１２月１６日に、中山小学校で大山チャンネルを活用した取り組みが行われました。 

小学校５年生社会の単元で、どのようにテレビ番組が作られているか学習する内容があ

り、大山チャンネルの協力のもと、中山小学校の秘密について３班にわかれてプロデュ

ーサー、アナウンサー、カメラマン等に役割分担をして実際に番組つくりを行いました。

１月か２月に大山チャンネルで放送される予定です。（次長） 

・１２月１９日に、大山町百人一首大会が行われました。 

米子南高のかるた部を軸にした高校生や、元かるた部の方に手伝っていただきました。

会場の人数制限が３０人程度と制限があり３人１組の１０チームが参加し白熱した大

会でした。（社会教育課長） 

・１２月２２日に、給食調理業務委託プロポーザル審査委員会があり、大山きゃらぼく

保育園の調理業務の業者委託のため２社の応募がありました。 

・１月３日に、大山町成人式が行われます。 

成人者１６０名に対して申し込みがあったのは１１６名です。県外からの出席の方はＰ

ＣＲ検査か抗原検査で陰性が証明されるものを提示していただくことを条件としてい

ます。（社会教育課長） 

 

 



日程第３  

議案第１号 大山町教育委員会に提出する書類の押印の省略等に関する規則につい

て 

 

教育長 

事務局より説明をお願いします。 

 

次長 

議案第１号と議案第２号を一緒に説明します。教育委員会に申請、届出等の書類の公印

の押印を省略することによって書類提出者の負担を軽減することを目的としています。

また、教育委員会発の文書についても公印の押印を省略し、行政運営の効率化を図る目

的としています。令和４年１月１日から施行します。 

 

教育長 

ご意見、ご質問があればお願いします。 

 

全委員 

了承。 

 

教育長 

議案第１号と議案第２号の２件のご承認いただきました。 

 

 

日程第４  

議案第２号 大山町教育委員会が施行する文書の公印の押印の省略等に関する規則

について 

 

（議案第１号と共に説明） 

 

 

 

※ここから非公開 

 

日程第５  

議案第３号 指定学校の変更について 

 



 

日程第５  

議案第４号 区域外就学について 

 

 

日程第５  

議案第３号 令和３年度 準要保護児童生徒の認定について 

 

 

３．その他 

 

・保育所計画訪問のまとめについて 

 

・第４次大山町子どもの読書活動推進計画について 

 

・西部町村教育委員連絡協議会研修会について 

 

 

４．次回の開催日程 

 

令和４年１月２４日  午前９時３０分～ 

 

５．閉会宣言 

 

午前１１時８分 


